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日
米
両
政
府
は
、
５
月
１
日
に
訓
練
・
運
用
の
た
め
、
空
中

給
油
機
部
隊
が
鹿
屋
基
地
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
展
開
す
る
と

い
う
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
最
終
報
告
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

５
月
30
日
に
は
、
今
回
の
米
軍
再
編
の
実
施
に
関
す
る
閣
議
決

定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
動
き
を
踏
ま
え
、
鹿
屋
市
が
新
た
に
提
出
し

た
質
問
や
、
こ
れ
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
質
問
に
つ
い
て
、
国

か
ら
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

米軍空中給油機
移駐問題

引
き
続
き
、
詳
細
な
説
明
を
国
に
要
望

　

鹿
屋
市
は
、
昨
年
10
月
に
中

間
報
告
が
発
表
さ
れ
て
以
降
、

１
３
２
項
目
の
質
問
書
を
国
に
提

出
し
、
移
駐
案
の
詳
細
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
に
つ

い
て
は
、
米
国
側
と
協
議
中
だ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
空
中
給
油
機

の
騒
音
や
訓
練
形
態
、
新
た
に
整

備
さ
れ
る
施
設
な
ど
、
市
民
生
活

や
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
事
項
に
つ
い
て
は
、
実
質
的

に
未
回
答
と
な
っ
た
項
目
が
多
数

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
報
告
に
盛
り
込
ま

れ
た
空
中
給
油
機
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
展
開
に
つ
い
て
も
、
具
体
的

内
容
や
実
施
時
期
が
不
明
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
新
た
に
質

問
書
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
鹿
屋
市
か
ら
の
質

問
に
対
す
る
未
回
答
の
部
分
や
新

た
な
質
問
に
対
し
、
国
は
、
ま
ず
、

６
月
８
日
に
、
最
終
報
告
に
関
す

る
質
問
に
つ
い
て
回
答
。
そ
の
内

容
は
、

■
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
の
実
施

時
期
に
つ
い
て
は
、
空
中
給
油

機
部
隊
が
岩
国
基
地
に
移
駐
し

た
後
に
実
施
す
る
こ
と

■
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
運
用
の

具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
米
側
部
内
に
お
い
て
検

討
す
る
こ
と

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

７
月
12
日
に
は
、
先
の
１
３
２

項
目
の
質
問
事
項
の
う
ち
、
実
質

的
に
未
回
答
と
な
っ
て
い
た
項
目

に
つ
い
て
回
答
。
中
間
報
告
の
空

中
給
油
機
部
隊
の
鹿
屋
基
地
へ
の

移
駐
か
ら
、
最
終
報
告
で
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
へ
の
変
更
を
踏

ま
え
て
の
回
答
で
し
た
が
、
空
中

給
油
機
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開

及
び
訓
練
の
詳
細
な
ど
、
市
民
生

活
に
影
響
を
与
え
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
日
米
間
で
調

整
・
検
討
す
る
と
の
回
答
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
補
給
施
設
や
家
族
住
宅
、

商
業
・
娯
楽
施
設
（「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
関
連
施
設
」）

な
ど
の
基
地
施
設
に
つ
い
て
は

「
大
規
模
な
整
備
は
、
現
時
点
で

想
定
し
て
い
な
い
」
と
し
つ
つ
、

個
別
の
施
設
に
つ
い
て
は
、「
今

後
、
具
体
的
に
検
討
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
回
答
を
受
け
、
市
は

国
に
対
し
、
市
民
・
地
域
に
及
ぼ

す
影
響
等
に
つ
い
て
検
証
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
詳
細
な
説
明
を

要
望
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
と
も
、
説
明
が

あ
っ
た
段
階
で
、
市
民
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
政
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質問書に対する国からの主な回答の概要
質問事項の概要 回答内容の概要 備考

1
普天間代替施設完成以前にローテー
ション展開が先行実施される可能性に
ついて

普天間代替施設が完成し、岩国基地へ空中給油機が移駐
した後に、鹿屋基地等へのローテーション展開が実施さ
れると考えている。

前回回答と
ほぼ同じ

2

①「他の自衛隊又は米軍の輸送機・哨
戒機の一時的展開」の内容（期間、
頻度、形態）について

②これ以外の他の付随的な計画の有無
について

①他の輸送機、哨戒機の一時的な展開については、あく
まで一時的なものであり、自ずと限定的なものになる。

②中間報告に記載された輸送機又は哨戒機の一時的な展
開以外に日米間で協議された事項はない。

①は前回回答と
ほぼ同じ

3
最終報告に記載された「ローテーショ
ン」及び「運用」の具体的内容につい
て

①ローテーションとは、空中給油機２～３機が交代で、鹿
屋基地やグアムに展開することを指すが、具体的な計画
について、今後、米側内部において検討される。

②運用とは、通常任務として行われる空中給油等を示すと
理解している。

前回回答と
ほぼ同じ

4
空中給油機の飛行コース、訓練時間、
飛行時間帯、離着陸回数、行動範囲に
ついて

①飛行コースが自衛隊と異なる場合は、説明できるよう米
側と調整していく。

②訓練時間や時間帯等は、移駐する訳ではないため、限
定的なものになる。

③離着陸回数について説明できるよう、米側と調整してい
く。

④運用及び訓練などに係る行動範囲については、米軍の
運用に関わるので、確定的に言えない。

前回回答と
ほぼ同じ

5 騒音苦情に対する窓口の設置について 米軍側の窓口は設置されないと考えられるので、福岡防衛
施設局及び宮崎防衛施設事務所で対応する。

6 鹿屋基地までの燃料の輸送方法につい
て

基本的に、タンクローリーにより燃料を輸送するものと考
えているが、今後、米側との調整により、異なる輸送手段
を採る場合には、適宜説明する。

前回回答と
ほぼ同様

7

空中給油機の展開を受け入れるために
必要な施設及び米軍と自衛隊が共同
使用する施設の詳細、並びに建設スケ
ジュールについて

①既存の海上自衛隊の施設を活用し、駐機場や宿泊施設
などの必要性について、今後、具体的に検討していく。

②滑走路や誘導路、訓練のための支援施設の一部は共同
使用することが考えられるが、今後、具体的に検討する。

③部隊は常駐しないので、大規模な整備・補給施設や家
族住宅、商業・娯楽施設（「コミュニティ・サポート関連
施設」）などを建設することは現時点で想定していない。

①、②は前回
回答とほぼ同じ

8 隊員とその家族の人数及び居住形態に
ついて

①司令部や家族住宅は岩国に置かれることになったことか
ら、鹿屋基地に大規模な人員が常駐することは想定し
ていない。
②管理要員としての米軍人等の常駐については、引き続き
検討するが、大規模な常駐人員は想定していないこと
から、基本的に基地内に居住すると考えられる。


